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目 的　 第１ 報に お い て 食 肉製 品 、 魚 肉 ハム 、 ソ　ー セ ー ジ な どに 発 色 剤 ま た は阻 害 剤 とし

て 用 い ら れ る 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム が 豚 肝 臓 中 に 存 在 す る 酵 素G    P   T　r  E 。C .  2. 6.   1.  2 ] ■;舌性 を

著じ る しく　阻 害 す る がL ―A B A 添 加 に よ り 顕 著 に 回 復 す る こ と を 報 告 し た 。 本 報 で は 酵素 反

応 速 度 論 的 手ｼ去 を 用 い 阻 害 機 構 を 検 討 す る と 共･に 臓 器 に よ る 相 違 を 明 ら か にし た 。

方 法　 と殺 直 後 の豚 肝 臓 及 び 心臓 を1/15     M　リ ン 酸 緩 衝液(p Ｈ 7.5 ）と共 に ホ モ ゲ ナ イ ズ し

0 °0 で12.000  Xg 、30 分 間 高 速 冷 却 遠 心 分 離 し た 上 清 を 祖 酵 素 とし て 用 い た 。 ま た･豚 心臓 よ

り 精 製 し たG  P T 標 品 を 入 手 し 、R  e 1 t m a n一P r a n k e 1 法 を 一 部 改 変 し てG  P T 活 性 を 測定

し た 。 反 応 動 力 学 定 数 及 び 阻 害機 構 を 検 討 す る 際 は 、基 質Ｌ 一吠一A 1 a n 1 n B を大 過 剰 に 用 い

誠一Ketoglutarlc a  0 i a　 の 擬- 基 質 反 応 とし て 反 応 条 件 を 設 定 し た 。　　　　　　　　　 ’

結 果　1  ) 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム に よ る阻 害 は 、 酵 素 タン パ ク 質 を 不 可 逆 的 に 化 学 修 飾 す る

こ と に よ る も の で は な く 、 酵 素 の 活 性 部 位 もし く は そ れ以 外 の 部 位 と 可 逆 的 に 結 を す る た

め に生 じ る も の で あ る。　2  )   豚 肝 臓 粗 酵 素G  P T のK  m は Ｏ、2 5 in U 、 豚 心 臓 精 製 酵 素G  P T･

のK  in　は0  .   4 m M　 で あ っ た 。　　3 ） 豚 肝臓 粗 酵 素G  P T に 対 する 亜 硝 酸Fナ ト リ ウ ム の･阻 害

型 式 は 、Llneweaver 一B u r k　プロット （　｜ ／v ～1  ／rsjプ ロ ッ　ト 〕よ り非事吉 抗 型 で あ り 、 阻

害 物 質 定 数K  1　 は 、D  1 χ0  n　プ 。 ツ ト(  1 ／v ～CD プcｺ ■ソI-  ) よ0    0・８ Ill M で あ っ た 。

4    ） 亜 硝 酸 ナ1 、リ ウ ム に よ るG  P T 活 性 の 阻 害 は 、 豚 肝 臓 精 製 酵 素 が 一 番 強 く 、 次 い で 豚

心 臓 粗 酵 素 で あ り 、 豚 肝 臓 粗 酵 素 が 最 も弱 か っ た。X  L ―A 8 A 添 加 に よ る 活｡性 の 回 復 は、

豚 心 臓 精 製 酵 素 に お い て 顕 著 で あ っ た 。
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